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1．問題と目的

　今日，学校現場では不登校やいじめ，非行や発達障
がい等の様々な問題があり，教師にはそれらに適切に
対応することが求められている．一方でそれらへの対
応は決して容易なことではなく，大野ら（2007）が「い
じめや不登校など現在の教育現場は，様々な問題を抱
えている．その場に応じて子ども心を一層理解できる
ように，教師の意識改革や資質能力を向上させるため
の現職教員の再教育の必要性が叫ばれている」と述べ

ているが，これらの資質能力は個々人の努力だけでは
向上させることは困難であり，教師の資質能力を高め
るための具体的手立てを検討することが必要であろう．
また様々な個性や背景を持つ全ての児童生徒の成長発
達を支える上でも，教師には児童生徒を共感的・多面
的に理解し，適切に関わるカウンセリング的な力が一
層求められている．
　このようなカウンセリング的な資質の内容は多岐に
渡るが，その中でも重要なものとして「理解」が挙げ
られる．国立大学協会（2010）は教員に求められる資
質能力の一つに共感的理解力を挙げ，鵜養ら（1997）
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はカウンセリング・マインドについて，児童生徒の内
面に対する教師の理解とそれを深めようとする教師の
姿勢であると述べている．更に教育相談やカウンセリ
ングを学ぶ際に，教師自身が自分の体験や感情につい
て開かれていたり見つめることの必要性も指摘されて
おり（鵜養ら　1997，諸富　2004，笠井　2015），児
童生徒といった他者への共感的理解力と教師自身の自
己理解は，カウンセリング的な資質の中でも重要なも
のと言えよう．一方で文部科学省（2012）では，これ
からの教員に求められる資質能力の一つとして，コミュ
ニケーション力を挙げている。児童生徒の抱える諸問
題に対応するために学校内外の他者と連携する際にも，
あるいは日頃から児童生徒や保護者との信頼関係を築
く上でもコミュニケーション力は必要であり，カウン
セリング的資質の一つとして重要であると考えられる．
また石川ら（2015）はコミュニケーションについて，
まず自分自身の性格や行動傾向を客観的に捉えること
から始まり，他者とのやり取りの中でさらに自分自身
への気づきや他者理解を深め，自分を受容することが
必要であると述べている．深い自己肯定感（諸富　
2016）とも言われる自己受容は，心理的健康の一指標
とも考えられている（春日　2007）．良好なコミュニケー
ションのためには，他者理解だけでなく，教師自身の
自己理解が重要であり，また自己受容といった自己へ
の肯定的感情も必要であると考えられる．
　そして近年，教育現場の課題として教師のメンタル
ヘルスの問題が指摘されている．平成26年度の精神疾
患による教職員の病気休職者数は5,045人であり，平
成19年度以降5,000人前後で推移し続けている（文部
科学省　2016）．メンタルヘルスの問題は教師自身だ
けでなく，曽山ら（2006）が指摘するように児童生徒
に直接影響を及ぼす可能性があり，教師が心理的に健
康であることはカウンセリング的関わりをする上で重
要であろう．更に八並ら（2001）は教師間の人間関係
の齟齬から生じるストレスは教師のバーンアウトの強
い要因になることを明らかにしているが，文部科学省

（2013）では職員間の人間関係が良好であるほど，教
諭等におけるストレスの状況が軽減されることが示さ
れ，同様に西村ら（2001）は教師のストレス対処にお
いて教師間の協力関係が有効であることを指摘してい
る。そして昼田ら（1998）は，生徒の問題行動に対処
する自信がある教師ほど自覚的ストレスが低いことを
報告しており，教師のメンタルヘルス改善のためにも
教師のコミュニケーション能力を含めたカウンセリン
グ的資質向上が有効であろう．
　このように今日の教師には，児童生徒の諸問題に適
切に対処するために，また教師自身のメンタルヘルス
のためにも，児童生徒への共感的理解，他者との良好
なコミュニケーション力，教師自身の自己理解や自己
への肯定感といったカウンセリング的資質が必要であ
り，それらは相互に関連し合うと考えられる．
　一方で教師のカウンセリング的資質の向上は，未だ
個々人の努力や経験に負うところが大きいことが推察
される．またこれまで教師のカウンセリング的資質に
関する研修は数多く行われているが，石川ら（2015）
が「様々な研修会が行われているが，教員研修の方法

や効果を検討した研究は少ない」とし，榊原ら（2005）
も「重要なのは，実施された研修を評価して次に活か
すことであるが，教員研修の領域でも事業結果に対す
る評価は必ずしも明らかではなく，実施したままに留
まりがちである」と指摘するように，これまでこれら
の資質向上のための研修方法や効果を検討したものは
僅かであり，更なる具体的な実施方法や効果に関する
研究の蓄積が急務と言えよう．
　このような中，教師のカウンセリング的資質に関す
る研修効果を検討したいくつかの研究において，グルー
プワークの実施やその有効性が報告されている．例え
ば石川ら（2015）は教員を対象にグループワークの中
で自己理解を深め，他者とのコミュニケーションを考
えることをねらいとする研修プログラムを実施してい
る．また榊原（2007）は「参加者が発言しあい，小さ
な作業を通じて自身の教育観や教員観を見つめ直す研
修が有意義と認められる」ことを報告し，曽山ら（2006）
は教師が自主的にカウンセリングを学ぶサポートグ
ループの参加者を対象に検討を行い，グループへの参
加が自尊感情の向上やバーンアウト軽減に影響するこ
とを報告している．そして榊原（2007）は，「受講者が（中
略）「変わる」ためには，しかるべき時間が必要」であ
り，「楽しげでリラックスのできる場におけるワークを
含むコミュニケーションを通じてこそ，受講者が変わ
ることを期待できる」と述べている．これらのことか
らグループワークといったアクティブ・ラーニングを
含む研修を，1回だけでなく複数回にわたって行うこと
で，教師自身の自己意識の変化や，バーンアウト傾向
が改善されることが予想される．
　そこで本研究では教師を対象に，児童生徒理解の向
上に留まらず，教師自身の自己意識や対人関係の改善
もねらいとしたカウンセリング的資質に関する研修を
行い，研修への参加が教師のカウンセリング的な資質

（自己理解，自己への肯定感，対人関係）や職業ストレ
ス（バーンアウト傾向）の軽減につながるかについて
検討し，教師のカウンセリング的資質向上のための具
体的資料を得ることを目的とする．特に今回は研修方
法として，講義だけでなく個人やグループでのワーク
といったアクティブ・ラーニングの手法を用い，複数
回継続して研修を行うこととする．

2．研修概要と研究方法

1）研修参加者と研修内容
　研修参加者は小・中学校，高等学校および特別支援
学校の現職教師である．参加者の募集は教育委員会や
各学校を通じ，チラシを配布し行った．チラシに研修
効果の調査についてと，調査への協力は自由であるこ
とを記載している．
　研修は2011年7月から2012年2月まで月1回（平日
18時30分から20時までの1時間30分），計8回行った．
研修内容はカウンセリング的関わりにおいて最も重要
なものの一つであると考えられる児童生徒や保護者お
よび教師自身の「理解」を中心にし，講義と講義内容
に関連するワークから構成した（表1）．ワークは教師



教師のカウンセリング継続研修における効果研究 3

の自己理解や他者理解の促進，および他者との交流や
他者から受け止められる体験にも繋がることを目的と
し，個人やペアでのワークや，個人のワークをもとに
したグループでのシェアリングを行った．また様々な
相手と交流することができるように，毎回席はランダ
ムになるようにくじ引きとした．そして講師側からの
一方的な研修になることを避けるため，毎回講義終了
後にアンケートを行い，参加者の感想等を把握するよ
うにした．アンケートに書かれた質問や感想に対して，
次の回の始めにコメントや紹介をしている．

2）研究協力者と調査方法
　研究協力者は，第1回研修前と第8回研修後の計2回
の質問紙調査に協力された方31名（男性3名，女性28名）
である．年代は20代3名，30代8名，40代15名，50代5名で，
学校種は小学校15名，中学校13名，高等学校2名，特
別支援学校1名であった．
　1回目の調査は研修参加予定者に対し，第1回研修前
に郵送で研究に関する説明文と質問紙を送付し行った．
研究に協力する場合は質問紙に回答の上，第1回の研
修時に持参してもらい，第1回の研修時に再度口頭で
説明を行った上で回収した．2回目の調査は，第8回研
修終了時に研究について口頭で説明を行い，研究説明
文の書かれた文書と質問紙と返信用封筒を配布し，協
力する場合は後日郵便で返送してもらった．2回の調査
ともに回答した方のデータのみを分析するため，質問
紙には個人を照合するための ID 番号を記載した．2回
の調査に協力した方には報告書を渡している．

3）調査内容
　（1）自己理解：宮沢（1987）により作成された「自
己受容性測定スケール」の下位尺度の1つ（注2）．宮
沢（1987）は，自己理解を自己受容性の一側面として

定義している．自己の諸側面をあるがままに受け入れ
ようとし，自己に冷静な目を向け，自分のことがよく
わかっていると自己認識している8項目からなる（4件
法）．
　（2）自己肯定意識尺度：平石（1993）により作成
された，自己肯定性次元の個人差を対自己領域（3下
位尺度）と対他者領域（3下位尺度）に分けて測定す
る尺度で，心理的健康の自己意識について対自己と対
他者の側面から検討するものである（注3）．対自己領
域「自己受容」は自分の個性を尊重し，受け入れてい
る意識的側面の4項目，「自己実現的態度」は意欲を持っ
て取り組むべき課題に取り組む動機的側面の7項目，「充
実感」は生活を楽しいと感じ，好きなことをできてい
ると感じる感情的側面の6項目からなる．対他者領域「自
己閉鎖性・人間不信」は人に対して距離を感じ，孤立
感を感じる感情的側面の8項目，「自己表明・対人的積
極性」は他者との関係も大切にするがありのままの自
分も表現できる対人行動的側面の7項目，「被評価意識・
対人緊張」は他者から自分への評価を気にし，それに
合わせようとしている評価意識的側面の7項目からな
る（5件法）．
　（3）バーンアウト尺度：田尾ら（1996）が Maslach & 
Jackson（1981）による MBI（Maslach Burnout Inventory）
を翻訳・修正したものを，伊藤（2000）が教師のバー
ンアウトを測定する目的で「患者」を「児童生徒」に
修正して用いた尺度．同僚や生徒など対人面や仕事で
の消耗感の項目からなる「消耗感」11項目と，仕事で
の達成感についての項目からなる「達成感の後退」6項
目の2下位尺度からなる（3件法）．
　（4）研修に関する自由記述：「研修を受ける前（第
1回目の前）と，研修を修了した後（第8回目の後）で，
ご自身に変化はあったでしょうか？自由にお書きくだ
さい．」「研修を受ける前（第1回目の前）と，研修を

表1．研修内容

回 講義内容 ワーク
1 オリエンテーション，自己理解と自己開示の大切さ ① 20 答法とそれを用いた自己紹介（ペアで実施）

②エゴグラム
2 非言語的コミュニケーション，聴くことの大切さ，共感的

聴き方，カウンセリング的理解，自己受容と他者受容
① 5 つの聴き方（ペアで実施）
②あなたを助けてくれる人たち
③してもらったこと・してあげたこと

3 自分の心を理解することの大切さ，共感的理解，フォーカ
シング

①こころの天気（グループでシェアリング）
②架空事例を用いた共感的理解（グループでシェアリング）

4 フォーカシング，カウンセラーの面談・電話のコツ（理解
と関わり）

①こころの整理（グループでシェアリング）

5 共感的理解・関わりにおける自分，カウンセラーの面談・
電話のコツ（信頼関係と対応）

①私が私を好きなのは（グループでシェアリング）
②架空事例を用いた共感的理解（グループでシェアリング）

6 カウンセリング的視点からの多面的ケース理解 ①がんばっているね！私（グループでシェアリング）
②架空事例を用いた多面的ケース理解（グループでシェアリング）

7 ケース理解の視点（人や状況の整理，関わる各々の気持ち
の理解，見通しを立てる・実行・修正）

①こころの天気（グループでシェアリング）
②架空事例を用いた 3 つの視点からのケース理解（グループでシェ

アリング）
8 1 回から 7 回のまとめ，修了式 ① 20 答法とそれを用いた自己紹介（ペアで実施）（注 1）
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修了した後（第8回目の後）で，ご自身の仕事に関す
る意識や態度，行動に変化はあったでしょうか？自由
にお書きください．」の2項目とした．

3．結果と考察

1）尺度による検討
　受講前後で変化が見られるか，また受講前の違いに
より変化に違いがあるかについて検討するため，受講
前の平均値をもとに得点の低い低群と高い高群に分け，
t 検定により平均値の差を検討した（表2）．欠損値の
あるものは分析ごとに除外した．
　「自己理解」では低群・高群共に受講後の得点が有意
に高くなった．今回の研修では教師自身が自己理解を
しておくことの大切さを伝え，また自己を振り返るワー
クもたびたび取り入れた．そのため受講前の自己理解
の程度に関わらず，参加者は以前よりも自分について
理解するようになったのではないかと考えられ，この
ようなワークを取り入れた継続研修は，自己理解の促
進に効果があると考えられる．
　「自己肯定意識尺度」対自己領域「自己受容」「自己
実現的態度」「充実感」では，いずれも低群において受
講後の得点が有意に高くなった．「自己受容」に関し
ては，研修では今の自分をそのまま認めたり，自分の
心を大切にすることについて，講義やワークで繰り返
し扱った．そのため受講前に自己受容の程度が低かっ

た参加者においても自己受容の程度が高くなったこと
が考えられる．また今回の研修では，毎回自分の話や
自分が表現したものについて他者に聴いてもらうワー
クを行っている．他者からの受容は自己受容に関連す
ることが報告されており（高井　2000，木下　2012），
研修において他者から実際に受け止められる経験を繰
り返すことで，特にそれまで自己受容の程度が低かっ
た参加者ほど研修後に改善が見られた可能性が考えら
れる．「自己実現的傾向」に関しては，参加者は自主
的に勤務後に研修に参加された方たちであり，仕事に
おいてより良くなりたいという意識が本来高いことが
推測される．そのためそれまで十分に仕事への自己実
現的な気持ちを意識していなかった参加者が，研修を
受ける中で自分の仕事への意識を振り返ることになり，
仕事への意欲を意識化しやすくなったことが考えられ
る．また「充実感」に関しては，それまで仕事におけ
る充実感を感じていなかった参加者ほど，研修を受け
ることで児童生徒や保護者を理解しやすくなり，その
結果として関わりやすくなったことで充実感も感じや
すくなったことが推測される．また同じ教師という職
業の参加者同士がワークを通じて交流し，刺激し合う
ことで，自分の仕事への自己実現的な気持ちや充実感
を感じることが促進された可能性も考えられる．
　「自己肯定意識尺度」対他者領域「自己閉鎖性・人間
不信」「被評価意識・対人緊張」では高群の受講後の得
点が有意に低くなり，「自己表明・対人的積極性」では
低群の受講後の得点が有意に高くなった．今回の研修

表2．各尺度の得点範囲と受講前と受講後の平均値（SD）の比較

尺度（得点範囲） 群（N） 受講前（SD） 受講後（SD） t 値

自己理解（0-32）
低群（13） 20.31（0.85） 22.77（1.42） -5.89 ***

高群（18） 24.61（2.55） 26.05（3.40） -2.26 *

自己肯定意識尺度：対自己領域

自己受容（0-20）
低群（17） 11.65（2.18） 15.00（1.70） -8.98 ***

高群（14） 16.79（1.72） 17.29（1.38） -1.24

自己実現的態度（0-35）
低群（16） 18.88（2.90） 23.69（4.39） -4.87 ***

高群（15） 27.00（2.45） 27.27（4.37） -0.37

充実感（0-40）
低群（16） 18.75（4.19） 25.13（6.02） -3.89 ***

高群（14） 30.07（3.71） 30.50（3.96） -0.37

自己肯定意識尺度：対他者領域

自己閉鎖性・人間不信（0-40）
低群（14） 13.21（3.17） 12.93（3.54） -0.39

高群（16） 21.63（4.79） 19.06（5.43） 2.28 *

自己表明・対人的積極性（0-35）
低群（14） 16.36（2.79） 19.57（3.41） -2.98 *

高群（17） 24.12（2.64） 25.29（4.81） -1.39

被評価意識・対人緊張（0-35）
低群（16） 14.94（2.93） 15.88（4.70） -0.81

高群（15） 25.00（4.14） 22.20（5.32） 2.78 *

バーンアウト尺度

消耗感（0-33）
低群（14） 15.36（1.86） 15.79（2.19） -1.00

高群（17） 20.71（2.94） 20.00（4.46） 0.70

達成感の後退（0-18）
低群（13） 11.54（0.66） 11.08（1.75） 0.92

高群（17） 13.65（0.70） 12.88（1.17） 2.34 *

***p ＜ .001，**p ＜ .01，*p ＜ .05



教師のカウンセリング継続研修における効果研究 5

ではペアやグループでのワークを毎回行った．そのた
め受講前に自己表明をしなかったり，他者に対して閉
鎖的であったり，他者からの評価を気にする参加者も，
実際に他者に自己開示を行い，他者から受け入れられ
る経験を積むことで，他者との関係の中での自分への
自信や積極性，そして人に対する安心感を持つことに
繋がったり，他者に対して過度に緊張することが減っ
たことが考えられる．
　「バーンアウト尺度」では「消耗感」は受講前後で有
意な得点の変化は見られなかった．このことから今回の
研修への参加のみでは仕事への消耗感の改善にはつなが
らないことが考えられる．「消耗感」は同僚や児童生徒
との対人面のストレス，心身の疲労，仕事の負担感など
の項目からなる．職場における消耗感の改善のために
は，現実の職場環境の改善も必要であることが推測され
る．一方で「達成感の後退」は高群の受講後の得点が有
意に低くなった．このことから受講前に仕事への達成感
が感じられなかった方ほど，研修によって教師という仕
事の重要性を再認識し，仕事へのやりがいを感じるよう
になったり，ワークの中で日々児童生徒と向き合う教師
としての自分を認められるようになり，達成感を感じる
ようになった可能性が考えられる．

2）自由記述による検討
　自由記述は2項目であったが，記述された内容が2項
目に重なっていたため，2項目に書かれたものを合わせ
て，内容から筆者が分類し，その後心理学専門の大学
教員1名に分類の妥当性やカテゴリー名について検討
してもらい，その後再度筆者が分類とカテゴリー名を
検討した．その結果，「他者への態度の変化」「内面や
態度の変化・気づき」「客観視・心理的安定」「自己へ
の肯定的な態度」「他者との繋がり」「仕事への意欲」「再
確認」「その他」の8つに分類された（注4）．「その他」
を除くカテゴリーの代表的な記述の抜粋を表3に示す．
　「他者への態度の変化」に分類した記述から，子ども
や保護者，同僚といった他者との関わりにおいて，客
観的な視点を持ち，冷静に，多面的・共感的に理解し
ようと変化した参加者がいたと考えられる．研修では
児童生徒や保護者に対する多面的・共感的理解につい
て，ワークも交えながら研修の多くの回で扱った．そ
のためこのような変化が促進されたことが考えられる．
「内面や態度の変化・気づき」に分類した記述から，
自分に対する考え方や態度が変化したり，他者に対す
る自分について改めて気づくことができた参加者がい
たと考えられる．研修では自己理解の重要性について
ワークを行いながら度々触れたため自分を繰り返し見
つめることに繋がったり，研修を受けることが単に知
識を得るという体験に留まらず日頃の自分の児童生徒
との関わりを重ね合わせて考える機会になったことが
考えられる．「客観視・心理的安定」に分類した記述から，
自分自身を客観的に見ることができるようになり心理
的余裕や安定が生まれたり，他者との関わりでも余裕
が生まれた参加者がいたと考えられる．研修ではフォー
カシングという技法を用いて自分の気持ちについて客
観的に距離を置きながら，しかしじっくり見つめると
いったワークを複数回行った．また多面的な視点から

の理解についてのワークを行った．そのため自分自身
を客観的に見る姿勢が身についたため心理的安定や余
裕が生まれたり，自分以外に対しても距離を置き冷静
に見ることもできるようになったのではないかと思わ
れる．「自己への肯定的な態度」に分類した記述から，
自分への肯定感や前向きさ，ありのままの自分を受け
容れる態度や自信が生じた参加者がいたと考えられる．
研修では教師自身が自己を認めることの大切さを度々
伝え，関連するワークを行った．そのため自分自身を
認めるといった自己受容が促進され，心理的に安定し，
前向きな気持ちや今の自分に対する自信が感じられや
すくなったことが考えられる．「他者との繋がり」に分
類した記述から，幸せな気持ちや感謝などの気持ちを
感じたり，他者との繋がりや，他者からの学びがあっ
たと感じた参加者がいたと考えられる．研修ではワー
クにおいて自己を表現し，それを他者から受け止めら
れる機会がほぼ毎回あったため，安心感や他者からの
支えを感じやすくなったのではないかと考えられる．
また同じ教師同士だからこそ，自分だけではないとほっ
としたり，ヒントや参考を得られたという感覚を持
つことができたのではないかと思われる．そして榊原

（2007）が教員の研修講師として，「参加者の緊張を解
き，ゆったりとした気持ちで課題に迎えるように，研
修の場が楽しそうで期待が持てそうな雰囲気づくりを
心がけた」と述べているが，参加者が安心感を感じた
り，互いに支えを感じられるためには，講師の雰囲気
づくりも重要であろう．「仕事への意欲」に分類した記
述から，仕事に関する意欲や向上心を感じる参加者が
いたと考えられる．本研修は仕事の後に自主的に参加
するものであり，もともと参加者は意欲が高いことが
推測される．そのためカウンセリング的資質について
の理解が深まることで，自信が高まり，より仕事への
意欲も高まったことが考えられる．「再確認」に分類し
た記述から，研修がこれまでの自分の実践を振り返る
機会になったと感じる参加者がいたと考えられる．今
回のような研修を受けることは決して新しい知識を得
るだけではなく，日々の実践を確認することにもなり，
現在の自分を認めることにつながるという意味もある
のではないかと思われる．

4．まとめと課題

　今回尺度を用いた検討では，このような継続研修で
は，自己理解が促進されることが示された．また自己
意識や対人関係への意識および仕事への達成感は，受
講前に十分でなかった方ほど受講によって向上・改善
されることが考えられた．一方で仕事における消耗感
はこのような継続研修では改善は困難である可能性も
示唆された．また自由記述による検討では，教師自身
や他者への意識や態度の変化，心理的な安定や自己へ
の肯定的感情，他者と繋がっている感覚や仕事への意
欲等が生じることが示された．そして自由記述から，
このような変化をもたらす要因として，特に自己や対
人関係に対して距離を置いて客観的に見るという姿勢
が生まれるような研修内容にすることが，心理的安定
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他者への態度の変化
・子どもたちに指導をする際に，一度冷静になって第三者的な（客観的な）考え方で一度頭の中で整理してから指導するように心が

けるようになった．
・生徒や同僚と接する時，各々に事情があるのだから（だろう）と一歩引いたかたちで接せられるようになったかなと感じます．
・目の前の生徒に対して，広い視野で見つめられるようになり，生徒の声に耳を傾け，肯定的に見るようになったと思います．
・今はひと呼吸おいて（一歩考えて）接したり，その子がどのようなことで困っているのか，問題をかかえているのか考えたりでき

るようになった．
・子どもや保護者がどうしてそう言うのか，どうしてそんな行動をするのか，背景を以前よりよく知ろう，よく考えようとするよう

になった．
・また，相手の立場に立つ（私がこのこだったらではなく，この子の立場だったら私はどう考えるか）ということが少しずつではあ

るがわかってきた．
・子どもたちや保護者と関わる際に，状況やその他の環境も視野に入れながら対応することができるようになってきた気がする．

内面や態度の変化・気づき
・自分自身も仕事とプライベートの切り替えが少しできるようになったと感じています．
・自己開示（自分のこと悩み等）を他人に話すのはとても嫌でしたが，相手を受け入れるためにも自分を自分が受け入れるためにも，

大切なことがわかり，努めて話しをするようになりました．
・「自分が大切」であると，改めて感じました．まずは自分を知る，自分と向き合うことが大切だと感じました．
・私は言いすぎたり，怒りすぎたり，指導しすぎたりしていたのかな？と思うようになりました．もちろん正しいことを伝えること

は大切なのですが，強制しようとしていたと思います．
・他の人の話を聞く時，結果を求める．求める方向に自分自身強くこだわっていたような気がして反省させられ，そのことに気づけ

たことが，自分自身の大きな変化だったと思います．
・生徒の思いや歩みを私自身のものさしで測っていることに改めて気づかされました．
・忙しすぎて，自分がどういう心の状況にあるのか，見失っていた毎日で，出来事の結果のみが人生のバロメーターみたいに思えて

いました．自分が見えないと，その自分を通して見ている相手が見えるはずがないと，改めてわかりました．

客観視・心理的安定
・自分の感情を客観的に捉えられるようになった．
・自分自身を客観的にみることができるようになったと思う．そうすることで，気持ちにゆとりがなくなったときでも，まぁいいか

と割り切れることが多くなり，気分のうき沈みがなくなった．
・生徒とのかかわりのなかで感情が乱されることがなくなった．
・イライラしたり，あせったり，自分で自分を追い込んだりしていたと思います．この研修で，そんな自分を見つめる目が育ったよ

うに思います．
・気持ちが楽に持てるようになった気がします．自分の良い所も悪い所も客観的に少しは見れるようになったと同時に人とのかかわ

りも広い気持ちで考えられるようになった．
・仕事に悩み苦しんでいる時にこの研修会を知り申し込みました．自分を知る，他者を知ることの大切さ，客観的に見ることの大切

さを知り，仕事が楽になりました．仕事に関して楽（客観的に）みることができるようになり，肩の荷が下りたように思いました．
・以前は気分によって子どもへの接し方がかわっていたように思う．しかし今は自分自身の気持ちの安定がはかれるようになったこ

とで，気分に左右されなくなった．自分を中心に物事を考えないこと？が仕事中にできてきたように思う．そのおかげで深く考え
すぎないようになり，気持ちが楽になってきている．

自己への肯定的な態度
・研修を受ける前は，いろいろな面で，心が不安定になることがありました．研修を受けさせていただくたびに，少しずつ，自分の

心の持ち方，今していることへの肯定感，前向きに考えていこうとする気持ちがでてきたように感じます．
・仕事については，できなかったこと，うまくいかなかったことを，いつまでも考え，後悔ばかりしていたのですが，今はプラスに

考えていこうという前向きな気持ちが大きくなり積極的にと考えています．
・フォーカシングを学習したことによって，自分の心の状態をありのままで受け止め受け入れ，認めることができるようになったと

感じています．
・自分自身の変化は，研修を受け学び，実行していることに自信をもつことができた．
・前向きに考えられるようになったと思う．

他者との繋がり
・自分，家族，まわりの人々，大切にしたいと…．何といっても研修を受けた日は幸せな気持ちになりました．
・子どものためにと思って参加した研修でしたが，いつの間にか自分のために参加していたような気がします．ほっとできる時間，

元気になることができる時間でした．先生の優しい話し方や表情に癒され，多くの方に支えられていることに改めて気づき感謝す
ることができました．
・先生のお話，他の先生のお話を聞いて，同じように疑問を持ち，悩んでいらっしゃる方がいることを知り，変ですが，ほっとした

自分がありました．
・他の方との話し合いで，自分が 1 つのことを見て考える時，偏った見方をしていることに気づき，他の角度からの見方の大切さ，

他の角度から見るためのヒントをいっぱいもらったように思います．
・他の先生方の苦労や考え方も知り，参考になりました．

仕事への意欲
・自分の仕事に対する気持ちがさらに前向き，意欲的になってきたと思う．行きづまり感が少し解消できた気持ちになった．
・これから「相手を尊重する」ことや「多面的な理解をする」ことを念頭に置きながら，子どもたちに接していきたいです．そして

子どものこころが落ち着き，少しでも元気になってくれたらうれしいです．
・まだまだ自分自身勉強不足だと思うことが多い．もっと仕事に対して専門性を高めていかないといけないと思った．そのためにも

今回の研修会や他の講話など積極的に参加し，残りの教職生活を充実したものにしたいと思う．
・「横においておく」「相手を知るにはまず自分を知る」「フォーカシング」など，これからの教員生活の中で，ぜひチャレンジしてみ

たいと思いました．

再確認
・日ごろから考えて実行していたカウンセリング的な行動・考え方を確認できたと感じた．
・今までやってきたことの意味を振り返る機会になりました．
・今までの学級経営を振り返るよい機会となりました．

表3．研修前後での変化に関する自由記述の抜粋
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や余裕を持った他者との関わりにつながることが推測
されるため，フォーカシング等のワークを用いてその
ような姿勢を身に着けることは有意義であると考えら
れる．また石川ら（2015）は「教員研修会においても，
お互いの意見や気持ちを表明すること自体が大切であ
るということを明確に伝え，更に相互の考えや気持ち
を尊重しあえる雰囲気のある集団を形成することで，
参加者のアサーティブな自己表現によるコミュニケー
ションが行われ，自己理解がより促進されると考えら
れる」と指摘しているが，尺度や自由記述の検討から，
今回のようなアクティブ・ラーニングの手法を用いた
カウンセリング的資質に関する継続研修は，自己理解
や他者からの受容を感じることを促進し，自己や対人
関係への意識および態度の変化をもたらし，心理的安
定にもつながることが示されたと言えよう．
　今回の対象者は31名であり，対照群も設定していな
い．今後更に対象者を増やしたり対照群を設定し，検
討を重ねることが必要であろう．また今後対象者を増
やすことで，年齢や経験年数等の違い，学校種の違い
による検討の可能性も考えられる．そして今回用いた
「自己受容性測定スケール」「自己肯定意識尺度」は
青年期を対象に作成された尺度である．これまでの自
己意識や対人関係に関する意識を測定する尺度は青年
期までを対象としたものが圧倒的に多い．しかし成人
期以降について十分に検討を重ねるためには，今後は
成人期以降も対象とした尺度の開発が増えることが必
要であろう．

要　約

　本研究の目的は，教師のカウンセリング的資質向上
研修が参加者の自己理解・自己肯定感・対人関係の改善・
向上やバーンアウト傾向の軽減につながるかについて
検討することである．研修は講義と，個人やグループ
でのワークといったアクティブ・ラーニングの手法を
用い，8回の継続研修とした．分析対象は現職教員31名
である．自己理解，自己肯定感，バーンアウト傾向を
測定する3つの尺度により検討を行った。その結果，「自
己理解」では参加者の受講後の得点が高くなった．「自
己受容」「自己実現的態度」「充実感」「自己表明・対人
的積極性」では受講前得点が低い参加者において受講
後の得点が高くなった．また「自己閉鎖性・人間不信」
「被評価意識・対人緊張」では受講前に得点の高い参
加者において受講後の得点が低くなった．そして仕事
における「消耗感」の変化は見られなかった．一方で「達
成感の後退」は受講前に得点の高い参加者において受
講後の得点が低くなった．自由記述による検討の結果，
研修受講によって「他者への態度の変化」「内面や態度
の変化・気づき」「客観視・心理的安定」「自己への肯
定的な態度」「他者との繋がり」「仕事への意欲」「再確
認」などが生じることが示された．
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注　記

 1 ） 8回目は1回目に書いた20答法を各自に配布し，1
回目と8回目で書いたものを比較してもらった．

 2 ） ・ 3 ） 　「自己受容性測定スケール」「自己肯定意識
尺度」ともに青年期を対象に作成された尺度であ
るが，今回は成人期の対象者について各尺度の内
容に関して検討するため使用した．

 4 ） 「その他」に分類したものは直接研修とは関連のな
い個人的な内容や，感想等が書かれており，分類
することが困難であった．


